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－  59 －
わめて重要なことである。しかし、近年、「言
葉」が機能しない状況に直面する事が多くな
り、我々はそれが如何に困難であるかを知るよ
うになった。我々が獲得した「言葉」の大半は、
成長過程で出会った人達から取得したものであ
る。他者との関わりから得た「言葉」を使いな
がら、他者との関わりが図れない。集団からの
孤立は、社会からの逃避へと進み、「生きる力」
を奪って行くのだろう。この状況が進む中、保
育現場に求められることは、言うまでもなく「生
きる力」を失わない人格形成の基礎を培うため
の「言葉」獲得の支援である。その保育の実践
には、
　・「言葉」は「文化」と一体化している
　・ 獲得する「言葉」は「文化」に則したたも
のでなければならない
　・ 新しい「文化」の創造者である子どもたちは、
新しい「言葉」をも生み出す
　・ 教育は新しい「言葉」を拒み、子どもの「文
化」と我々の「文化」の衝突を招く
ことに留意しながら、伝承された「文化」に
固執するのではなく、抵抗は子どもが「経験し
たことや考えたことなどを自分なりの言葉で表
現」していると受け止める姿勢が必要と考える
のである。
注
１．『文化政策入門』平成13丸善ライブラリー　pp.72-73
２．『古今和歌集』秋上190・193・194歌など、「観月」
歌会の詠が認められ、「観月」が「文化」として定
着していたことが分かる。
３．各社の絵本ランキング参照。http://astore.amazon.
co.jp/ehonshop-22/　2008.9.5
４．調査は2008年５月末～６月中旬、調査内容は「子ど
もが手にする絵本・大人（保護者他、傍にいる大人）
が選ぶ絵本」で実施。
５．『1000年女王』（松本零士の漫画 産経新聞掲載
1980,1,28 ～ 1983,5,11の月～金曜版に掲載）は、「か
ぐや姫」をモチーフにしたとされる。
６．日本文化研究センター所蔵『都名所図会』巻之四右
白虎再刻「広沢池」参照。
７．全国社会福祉協議会編『保育所保育指針を読む［解説・
資料・実践］』（2008,5 社会福祉法人　全国社会福祉
協議会刊）ｐ.8
８．「オーディオ・ビジュアル化する現代社会と「言葉」
教育」（『京都文教短期大学研究紀要』第45集掲載）
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